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約  要  

縦横120mで階高が5．3mという比較的高い大規模な人工地盤のコンクリート打設におい  

て，その地下部分が遊水池に利用されるためコンクリート打設結果が建物の良否を決定す  

るという工事に対し，良好な結果が得られたコンクリート打設方法の施工概要を述べたも  

のである．  
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§1．はじめに  

横浜市総合リハビリテーションセンターは，新横浜の  

ビル街の外れで烏山川に敷地を接し，横浜市のオアシス  

計画（遊水池計画）の一環として地下部分を遊水池利用  

に考慮した人工地盤上に建つ医寮施設であり，他に例を  

みない建物として注目を浴びた工事であった．この建物  

はピロティー構造のため壁面が少く，鉛直ブレースを多  

く取り入れ，かつ平面的に大規模であったため，打継及  

び打設二荊去に特に留意して施工した．以下にその施工概  

要を報告する．  

構造規模：RC造（一部SRC造），地下1階，地上4  

階，塔屋1階   

設 計：株式会社山下設計   

施  工：西松建設横浜支店   

§3．打設方法の検討   

3－1流動化コンクリートを使用する場合の留意点   

施工に先だち使用する生コンプラントと流動化剤の選  

定を行った。   

現場用語の一つに，コンクリートと流動化剤の巧打性  

が良い，悪い，』という言葉がある。当然，現場で使用す  

るには相性の合ったi瑚酬ヒ剤が良いのであるが，現在の  

ところはプラントが決定した段階で何怪頬かの流垂加ヒ剤  

を選び試験棟りを実施し，その中から何境目かの試験結  

果を参考に使用する流肘ヒ弄りを決定する方法がとられて  

いる．当現場においても，人工地盤TP＋10．4mまでの  

コンクリート（Fc＝300－（12－18卜20）に使用する流軌化  

剤を決定するのに，3種類の流動化剤を使用して試験練  

りを行った．その結果日本ゼオン㈱のワーク500に決定  

した．瀧鋸ヒ斉uを決めるにあたり現場の周囲に何ら障害  

となりえる事柄がないために，現場での投入を前提に考  

慮した．試験練りの結果の中で最も大きな要因は，スラ  

ンプの経時変化である．当現場においては，生コンクリ  

ートに流動化剤を添加し30分間以内に打設が完了する  

事を目標とした（Fig．1，Fig．2参照）  

3－2 コンクリート打設の組織と手順   

良好なるコンクリートを打設するために，Fig．3に示   

§2．エ事概要  

工事名：総合リハビリテーションセンター新築工事   

企業先：横浜市   

工事場所：横浜市港北区鳥山町1770番地   

工 期：昭和60年10月8日～昭和62年3月31日   

敷地面横：29，930．97m】   

延床面輯：18，975．88m2  

書横浜（支）新横浜リハビリ（出）工事係長  

＝横浜（支）新横浜リハビリ（出）  
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4参照）に分けコンクリートの打設を行った．各工区に  

は作業責任者（正，副）を配置し，スラフ1，スラブ下  

で直接イ官業員に指示を与えながらコンクリートを打設し  

た．指碩剃ヒ斉りの現場投入口においては，コンクリートの  

スランプをはじめとする各種試晩i勧ヒ剤投入管理，  

単位水量・単位セメント量の早期迅速試験，塩分測定お  

よび打設箇所の作業指揮者との連絡をはかるための職員  

を配置した．   

これらの組織体制を生かすには，お互いの連結を密に  

コンクリート  
Ex．●ワーク500  
●マイナイFD700  
●ハイフルードR  

時間→  

Fig．2 スランプの経時変化グラフ  

す組織を考えて夫施した．まず，総括責任者の下にコンク  

リート打設の作業指揮者1名を置き（Photol参月臥  

†簡旨揮者は直接現場にて打設イ官鄭寺の連敗 手配およ  

び手酎軍をとることとしじ一度の打設箇所は，コンクリ  

ートの打設数量，面積，施工難易度に応じて数工区（Fig．  

プラントへせ捺  

（Jll平和申  
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Fig．3 コンクリート打設時の組織図  
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Fig．4 ⊥区割付け図  

Fig．4 人工池盤コンクリート打設ブロック別図  

とる必要があった．そこで連結手段として，まずイ儒旨  

揮者のいる場所にスピーカーと場内電話（インターホン）  

の両方が利用できるペイジングシステムとスピーカーの  

み使用できるアンプを設置した．作封閣軍者はこの設備  

を利用し，事務所，スラブ上，スラブ下への†悌旨示及  

び連絡をとった．また同様に，スラフ下にもペイジング  

システムを設置し，スラブ下からの連結が可能となるよ  

うにした．スラブ上 スラブ下の作業主任者は各自ハン  

ドマイクを持ち，コンクリートの打設中の騒音の中でも  

作業員に適確な作業指示ができるようにし，スラブ上で  

は作業主任者と作業指揮者の連絡手段としても利用し  

た．一方，イ儒旨揮者と流垂加ヒ別技人口にいる管理責任  

者との連絡方法には無線機を利用した．   

また，各ブロックごとの柱，壁の打設順序はFig．5に  

示すように決めておき，イ悌旨揮者と各ブロックご との  

作業主任者との打合せを事前に行った．打設当日には，  

各職方の作業員に各自の担当するブロックと作業がやさ  

しく理解できるように，各ブロック別に赤，緑，黄とい   

172   

打設‖肌6：0硝≡合 AM7：00開始～PM5：00終「予定  

二印は行打殺開輸柱  

Fig．5 3－A工区コンクリート打設計由  

った色分けされた番号の看板をスラフ」二，スラブ下に取  

付けた．（Photo2参照）また，作業員や作業主任者も，  

各工区の柱番号の看根と同じ色のゼッケンを陶につけ，  

多数の作業員が戸悪うことなくコンクリートを打設でき  

るようにした．（Photo3参照）．  

3－3 柱・はり（鉛直ブレース）及び壁の打詮方法   

階高の高い柱，壁のコンクリートを打設する場合，従   
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サニーホース  

（76¢－115¢）  

Photo2 柱に取付けた色分け番号  イ）落し＝に開音するレジューサーとサニーホースの組合せ  

落し口に使用するレジューサーは鉄筋のすき間に合せ各種朋意  

する。  

受け【】 落し＝  

a）165mm l15mm  
b）165mm   90mm  
C）165mm   76m川  

口）トレミー管の代わりとしてのサニーホースの効果   

（むサニーホースの閉塞効果がコンクリート打設時の落卜速度を  

制御L、骨材の分離を防ぐ。   

②落し節所の鉄筋のすき間に合せ選択できる。  

（注）落しl＝c）165mm～76mmに関しては施l二前にコンクリート流L込  

苛  みのテストを実施する。  

Fig．6 コンクリートの落し口図  

スを組み合わせたコンクリートの落し口を使用した．  

（Fig．6参照）当初は，トレミー管を使用したり，ポンプ  

圧送に使用する先端の配管を柱の中に入れる方法も検討  

したが，人工地盤の柱，梁の配筋要領等を考慮すると  

（Fig．7参照），レジェーサーとサニーホースの組み合わ  

せが最良であるとの結論に達し，この方法を実施した．  

この落し口を使用するにあたり，Fig．8に示すようにサ  

ニーホースを長さ別に2種巽東，径別に3種莱頁の計6種類  

Photo3 作業員の色分けしたゼッケン番号  

来の打設方法では，ボンフ顎；送配管の筒先より出たコン  

クリートは梁配筋により節にかけられ，骨材が分離し豆  

根をつくりやすい傾向にあった．それを防止するために，  

管径の異なる接続に利用するレジェーサーとサニーホー  

←」」→五＿上」「－     ＼宣ノ  

Fig．7 柱のコンクリート落し口図  
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1，レシューサー  

のすき間にfナせ，  

ゼ・＝3，000～4，000  

Photo4 落し口のポリシー ト養生  

準備し，各ブロックの打設を行った．また、筒先からの  

コンクリートのあふれにより鉄筋が汚れないようにポリ  

シートに穴をあけ使用し（Photo4参照），筒先移動の際  

にホース内に残ったコンクリートがこぼれないように袋  

を筒先にかぶせた．なお，下記に示すような事も配筋，  

型枠組立時に考慮し，コンクリートの打設を行った．  

1）梁配筋の際，主筋と主筋の間隔を可能な限り大き  

くとるように配慮した．   

2）柱のスパイラルフープのフックの位置が落し口を   

設置する箇所に当らないように配慮した．   

3）柱の側面は，可能な場合型枠をうかし，コンクリ  

ートがまわりやすくしナ∴  

なお，上記のような配慮をしても，打設が困難な部分に  

は，ブリキ板で製作した縦長のジョーゴを（Fig．9参照）  

用いて打設した．   

人工地盤のコンクリートを打設する下準備として，型  

枠取付型振動機を使用した実験を下記の項目にて，TP  

＋2．Om～TP＋5．Omまでの柱，壁のコンクリート打設  

時に行った．  

1）振動機の取付位置の検討   

2）振動機の可振時間による検討   

3）打設時のコンクリートヘッドと振動機の取付け  

位置による検討   

4）振動機の機種による取扱い艶易度の検討   

しかし，結果としては，きわだった差は得られず，打  

設前に散水した水がたまったままの柱において，柱脚部  

に型枠振動機のかけ過ぎによると思われるような，セメ  

ントがi先われ砂のみが表面に浮き上った箇所が見られ  

た．   

打設手順  

1）各紙のコンクリート打設う汁画にし7ごがい，   

落し箇所の鉄筋のすき問に合せ．サニーホ   

ース針取付けたレジューサーA・Bをセッ   

トする£  
2）打設順序にLナごがい，ボンフ）巾にて落い】   

レジューサーAより①の高さまでコンクリ   

ートをfr設する。   

打設終／後，落し＝は撤去する。  

3）ひきつづれ．落しlエレジュ【サ←Bにより   

②の高さまで（梁‾卜≒300mmまで）コンクリ   

ー トを打設する。打設終J′綾，落し【lは撤   

去する。   

㊤落し＝は各サイズ共4個～5個用意L，  

打設順序にL7ごがい移．没する。  

4）打．封憤序にしたがい，（音の高さまでコンク   

リートを打設する。  

恒」①－④の打継ぎは連続でコンクリートを  

打設し，②～⑨の打継ぎは，1～2時間経過  

し，卜別のコンクリートが落ちついナニところ  

で打設する。また，打設順月：も打継ぎ箇所㍊  

最長で2時間位の間隔で打設できるように計  

内する。   

Fig．8 打設高の高い躯体（柱壁）の  

コンクリート打設方法  
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※落し1I（ブリキ根  

190×80×1，000  凝結庫プレーース（V12）のコン  
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Fjg．9 鉛直ブレースの落し口図  

§4．打継の検討  

人工地盤の形状から，コンクリートの打設に際し生コ  

ンプラントの能力が1000m3／目という制約があり，これ  

をもとに，かなり多くのブロック割りの必要が生じた  

（Fig．4参照）．   

躯体工程の流れから，工区打設後2日目には隣りの工  

区の打設を開始するため，打継の止枠及びその処理が重  

要なポイントになった．そこで最初の工区で，①型枠ラ  

スによる止枠（スラブ，梁，壁），②竹のスダレと型枠ラ  

ス併f剛二よる止枠，③エアーフェンスによる止枠の3つ  

の方法について試験施工し，比較検討した結果，コンク  

リートの流出防止の点で③が優れ，コスト的にも①と③  

で差がないことから施工性，工程上のメリットの多い③  

のエアーフェンスに決定した．取付け方法については  

Fig．10に示すとおりエアーフェンスのポイントである  

スラフ笥i分の浮上り等の防止（Photo5，6参照）につい  

て考慮し良好な結果を得た．  

Photo5 浮上り防止金物取付状況   Fig．10 エアーフェンス取付図  
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Photo6 エアーフェンス取イ胡犬況  Photo7 打設完了状況   

§おわりに  

当初の計画では，コンクリート打設時の打設順序及び  

箇所の手話示が重要と考え，指令塔からスラブ下への放送  

設備を徹底したが，施工を繰返していくうちに，打設中  

に計画の段階では考えられなかった事が発生したり，ス  

ラブ下の担当者がより良い打設順序等に気付き，筒先担  

当者及び指令塔に素早く連絡すべき事が数多くあった．  

今後の課題として，スラブ下から指令塔への連絡方法に  

改良を重ねれ砿 さらに能率が向上すると考えられた．  

打設方法の中で最もポイントとなった落し口の大きさに  

ついては，施工前に他現場の協力を待て，各サイズごと  

のテスト打設を行った結果，直径76mmのサニーホースは  

詰りが多く実用段階では直径9伽Im以上のサニーホース  

を使用することが望ましいことが判った．当現場の場合，  

スペースの関係で直径9伽Imの使用が多かったが，打込み  

速度は直径90mmと115mmでは差は歴然であり，直径115nm  

のサニーホースを使用するには設計段階でスペース確保  

の配慮が必要であり，それが不可能な場合であっても，  

型枠及び鉄筋施工図作成時点での特別な配慮が必要であ  

ると思われた．当現場においては，打上りコンクリート  

は非常に良好であったが，打込み時間が多少長くかかっ  

た点が今後の課題と思われた．  
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